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Details
 

カスタム紙芯ハードカバーノートは、硬質な芯材表紙、印刷紙のくるみ貼り、別製本の筆記用本文ブロックで構成されます。表紙構造、本文用紙、製本、アートワーク、梱包をまとめて指定
し、大口注文を承認する前に実物サンプルを評価してください。

調達チーム、イベント主催者、クリエイティブブランド向け： この形式では、イラスト、写真、キャンペーングラフィックを本のような表紙全体に展開できます。導入用資料、会議用ノート、
ワークショップ用ジャーナル、筆記スペースと同じくらい表紙デザインが重要な小売文具に適しています。

企業の買い手はブランドカラーとイベント期限を優先する場合があります。イラストレーターは表紙アートワークの正確な再現を求めるかもしれません。最終利用者には、読みやすい罫線、
快適な開きやすさ、使用するペンに合う用紙が必要です。有用な仕様は、ロゴを加えただけの無地の製品としてノートを扱うのではなく、これらの優先事項を結び付けます。

見た目だけで購入する問題点： 魅力的なモックアップでも、表紙の反り、弱いヒンジ、気になる裏写り、あるいはノートが閉じなくなるポケットまでは分かりません。納品後にこうした差異
が判明すると、使用できないイベント在庫、顧客からの苦情、再発注につながる可能性があります。

実践的な解決策： デザイン原稿と併せて、構造と筆記時の使い勝手を承認することです。カスタム硬質板紙ハードカバーノートについて、以下の構成は見積もりおよびサンプル依頼用であり、
確定した仕様ではありません。製品固有のMOQ、製造期間、単位重量、認証および性能の結果は、まだ提供されていません。



このページ全体のコンセプト例は、協議・サンプリングすべき細部を示すものであり、承認済み生産品の写真でも、利用可能な構成の証拠でもありません。
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紙芯ハードカバーノートとは何ですか？ ↑
硬質芯材は構造の中核であり、印刷されたくるみ紙は見える表面です。紙貼りボード構造では、印刷紙が芯材を覆い、縁を回り込みます。完成した表紙ケースは見返しと製本構造を通じて本
文ブロックにつながります。両方が「厚紙ノート」と呼ばれる場合でも、これは柔軟なカード表紙とは異なります。

QinPrintingの グレーボード材料ガイド[1] は、芯材と、その上にくるみ貼りする紙または他の材料を区別しています。この区別は全面表紙アートワークを依頼する際に重要です。印
刷仕様はくるみ紙に属し、厚みと剛性は芯材に属します。

「ハードカバー」は内部の製本方式を示しません。表紙ケースには糸かがりまたは接着製本の本文ブロックを入れられます。同様に、紙芯材が再生材含有率、万年筆適性、耐湿性を保証する
わけではありません。これらは別々の購買確認事項であり、それぞれに仕様または証拠が必要です。



筆記用途に合わせて寸法とページ数を選ぶ ↑
外側の表紙ではなく、使用できる本文ページから考え始めてください。会議用ノートには見出しとメモのための余白が必要であり、ワークショップ用ジャーナルにはカスタム演習が必要な場
合があります。イラスト入り小売ノートでは、すっきりした本文が適することがあります。レイアウトを承認する前に、実寸で余白、罫線、製本付近の筆記スペースを確認してください。

仕様項目 評価依頼内容 必要な確認
仕上がりページ寸法 A5: 148 × 210 mm 寸法が断裁後のページを示すのか、外側の表紙ケースを示すのかを明記してください。
代替形式 5.5 × 8.5 in 別途確認してください。A5とは互換ではありません。
芯材の厚み 2.0または2.5 mmについて協議する 選択した形式と本文ブロックに適していることを確認してください。
印刷くるみ紙 マットラミネート加工の157 gsmコート紙について協議する 実際の用紙、仕上げ、角の構造を承認してください。
筆記用紙 80, 100と120 gsmのサンプルを比較する 実際の用紙で使用予定のペンを評価してください。
本文レイアウト 横罫、ドット、無地、方眼、またはカスタム 間隔、余白、ページ番号、印刷方向を確認してください。
ページ構成 ページ数と枚数を分けて指定する 見返しを数に含めるかを定義してください。

これらは業界事例を基にした検討用の例であり、本製品で選択可能なオプションの一覧ではありません。用紙、ページ数、板紙の厚みを変更すると、背幅、完成時の重量、梱包要件が変わる
場合があります。

GSMは単位面積当たりの質量を示すものであり、厚みや耐インク性を示すものではありません。 ISO 536[2] は坪量の測定方法を規定していますが、ノートが裏抜けに耐えることを
認証するものではありません。GSMを背幅の汎用計算値とみなすのではなく、構造設計のために実際の用紙厚を依頼してください。

筆記に関する結果はつに分けてください。ゴースティングは見える裏写り、ブリーディングはインクが裏面へ浸透する裏抜け、フェザリングは筆記線の縁に沿ったにじみです。使用予定のイ
ンクとペンの組み合わせを試験してください。用紙が厚いだけでは、「裏抜けなし」という主張の十分な証拠にはなりません。

日常使用に合わせて表紙仕上げと留め具を選ぶ ↑
デザインが写真、グラデーション、または端から端までのイラストに依存する場合、印刷紙のくるみ貼りは検討に適した方法です。マット、グロス、ソフトタッチの処理は実物サンプルで評
価してください。選択は外観と扱いやすさに影響します。適用可能な試験なしに、いずれも耐擦傷性または防水性があるとは表現すべきではありません。

平らな紙見本だけでなく、濃い印刷部分、角、ヒンジを含むサンプルを依頼してください。これらの箇所は擦れ、浮き、表面外観の差を明らかにするのに役立ちます。箔、エンボス、デボス、

https://www.iso.org/standard/77583.html


スポットUVは別個の実現可能性・見積もり項目であり、細部再現性は選択した構造で確認する必要があります。

整理用には、しおり紐、ゴムバンド、または裏表紙側の紙ポケットを検討してください。それらを標準付属機能として示す前に、利用可否と配置を確認してください。ポケットの適合性と容
量は、実寸、収納状態、サンプル検証に依存します。写真だけでは収納できるカードや領収書の枚数を確定できません。

くるみ貼り表紙用のアートワークはどう準備すべきですか？ ↑
表紙アートワークを最終化する前に、寸法、用紙、ページ数、製本を確定してください。くるみ貼り表紙ケースには表・裏パネル、背、ヒンジ部、折り返しが必要です。通常の単一ページ表
紙ファイルでは、その形状を示せません。見えている表表紙だけから表紙ケースを計算するのではなく、生産固有のテンプレートを依頼してください。

テンプレートを確認： パネル境界、背、ヒンジ、折り返し、安全領域を特定します。1.
印刷色を準備： 指定されたCMYK設定を使用し、ブランドの特色参照は別途提供します。2.
特殊仕上げを分離： 箔、エンボス、デボス、スポットUV用に別々のアートワークを用意します。3.
個別対応を確認： スペル、氏名、向き、各アートワーク版を確認します。4.
実寸で承認： 小さい文字、細線、罫線、折り目付近の重要要素を確認します。5.

China Printing 4Uは一般的な 3 mmのページ塗り足し[3]について説明しています。このページレイアウト用余白は、完全なハードカバーくるみ貼り仕様ではありません。
選択した印刷会社の表紙ケース用テンプレートで、より大きなくるみ貼り余白とヒンジ余白を定義する必要があります。

デジタル校正はレイアウトと内容を確認できますが、紙の手触り、箔の鮮明さ、完成表面は確認できません。色に敏感な作業では、実物の基準見本と観察条件に合意してください。用紙また
はページ構成の遅い変更は、生産開始前に背幅とアートワークの見直しを行うべきです。



承認済みデザインを管理された生産指示書にする ↑
本文ブロックの構造を明示してください。Sappiの 製本ガイド[4] では、Smythかがりを折丁同士を糸でつなぐ方法として説明しています。頻繁な取り扱いと快適な開きやすさのた
めに評価すべき構造ですが、選択したノートが意図した筆記要件を満たすかどうかは、完成サンプルで判断します。

「糸かがり」を、制限のない180度開きが自動的に保証されるものと解釈しないでください。用紙厚、折丁構成、見返し、表紙ケース構造はすべて評価対象です。同様に、すべての接着製
本本文ブロックが不適格だと決めつけず、名称で受け入れ・却下するのではなく実際の構造を評価してください。

提案する承認順序は、仕様確認、アートワーク入稿前確認、材料選定、実物サンプリング、書面承認、生産、検査です。製造工程には通常、印刷、折りまたは丁合、本文ブロック製本、表紙
ケース準備、くるみ入れが含まれます。仕上げ順は選択した工程により異なるため、生産者に確認してください。

承認したサンプルが何を表すかを記録してください。ビジュアルモックアップ、構造ダミー、生産代表サンプルは、それぞれ異なる問いに答えます。署名済み仕様書と基準サンプルを一緒に
保管し、材料または工程を変更する前に代替案への合意を求めてください。



サンプル承認では何を確認すべきですか？ ↑
サンプルを評価する前に受入基準に合意してください。「高級品質」では、許容できる色差、外れたページ、ゆがんだ表紙を定義できません。検査が新たな期待を生むのではなく差異を解決
できるよう、想定試験条件、比較サンプル、欠陥分類を記録してください。

確認項目 実務的な評価 保管すべき記録
表紙と角 平坦性、くるみ貼り端、浮き、露出した芯材、表面痕を確認します。 写真および合意した外観受入基準。
製本と見返し 開いてページをめくり、接着状態、ヒンジの動き、気泡、外れた折丁を確認します。 合意した取扱方法と観察された欠陥。
筆記性能 指定のペンとインクを使用し、乾燥後に表面と裏面を確認します。 ペン、インク、用紙の識別情報、およびマーキング済み試験シート。
印刷と個別対応 色、スペル、配置、特殊仕上げを承認済み基準と比較します。 アートワーク改訂版と署名済み校正。
寸法とページ構成 ページと表紙ケースを測定し、ページ順とページ数を確認します。 測定値、カウント方法、許容差。
付属品 しおり紐の取付、ゴムバンドの配置、ポケットの適合、閉じ具合を確認します。 収納済みサンプルの状態と合意した所見。

これは提案された検査枠組みであり、完了済み試験の記録ではありません。サンプリング頻度、取扱サイクル、輸送試験、合否閾値は注文ごとに合意する必要があります。この製品の工場結
果はありません。

湿気に関連する変形には特に注意が必要です。承認時に平坦なサンプルであっても、異なる保管・輸送条件での性能を示すものではありません。調湿、梱包、仕向地条件を協議し、反りのな
い表紙を約束するのではなく、代表サンプルで合意した方法を検証してください。



価格を比べる前に構造を比較する ↑
適切な代替案は用途によって異なります。写真主体の小売表紙、控えめな企業ロゴ、見開きで使用するワークブックでは、必要条件が異なります。すべてのハードカバーが同じ印刷、開きや
すさ、取扱体験を提供すると考えるのではなく、完成構造を比較してください。

選択肢 有用な購入方向 確認すべきトレードオフ
印刷紙貼りボード 全面イラスト、写真、統一したブランドグラフィック。 角の摩耗、表面の擦れ、印刷の一貫性、くるみ貼り品質。
PUくるみ貼りハードカバー 控えめな型押しロゴを施した、手触りのよい表紙。 特定表面との印刷・装飾適合性。
布くるみ貼りハードカバー 質感があり、本らしい演出。 細部の再現性と使用中のマーキング。
柔軟なカード表紙 コスト重視の要件に向く、より軽い構造。 ボード表紙ケースとは異なる剛性とページ保護。
スパイラルまたはWire-Oノート 見開きで頻繁に筆記する用途。 従来の印刷可能な表紙ケースの背を持たない、異なる外観。
オンデマンド印刷ハードカバー 通常の在庫注文をせずに、個別デザインを試験する用途。 用紙、本文、製本に関する提供者固有の制限。

この表は選定時に確認すべき事項を示すもので、性能の順位付けではありません。代替の表紙材は、本製品で確定したオプションではありません。仕様が印刷板紙構造から外れる場合は、そ
れぞれの材料のサンプルと見積もりを評価してください。

完全な見積もりには何を含めるべきですか？ ↑
ノートの価格は、仕様と並べて初めて意味を持ちます。既存ノートにロゴを装飾する場合、新規印刷表紙の場合、本文と製本まで完全にカスタムする場合を区別してください。必要な準備作
業と生産作業が異なります。

見積もりでは、デザインごとの数量、材料、ページ構成、印刷、仕上げ、付属品、梱包を明記するよう依頼してください。サンプル費、セットアップまたは工具費、生産費、運賃、含まれる
仕向地費用を項目別に示してください。通貨と貿易条件も明確に保ちます。EXW単価は納品価格ではありません。

本製品については、MOQ、サンプル費用、製造期間、単位重量が未確定であり、見積もりまたは測定が必要です。サイトに掲載された一般的な最低数量や他社の工程表は代わりになりま
せん。スケジュールでは、デザイン原稿の承認、サンプル制作、製造、出荷、到着を区別し、イベントに必要な納品日を明記してください。

コスト削減では、ノートを購入する理由を維持すべきです。用紙または製本の代替を受け入れる前に、装飾工程の削減、より簡素な本文、梱包の見直しを比較してください。低コスト提案が
筆記体験または構造を変える場合は、別サンプルとして評価してください。



出荷を保護し、再発注仕様を保持する ↑
梱包は、付属品や小売用演出を含む完成ノートとともに評価すべきです。角の保護、カートン内での動き、表面接触、湿気への曝露を評価してください。カートン当たり数量と保護適合性は、
実寸、積載条件、サンプル検証に依存し、一般的な梱包図では決まりません。

梱包方法、ラベル、合意した輸送試験を記録してください。受領時には、損傷した梱包と影響を受けた製品の写真を、注文・ロット識別情報とともに保管してください。注文条件で報告期限
と救済手順を確認し、すべてのカスタム品が同じ返品条件の対象になると考えないでください。

再発注では、アートワーク改訂版、用紙の識別情報、芯材仕様、仕上げ基準、承認済みサンプルを保持してください。背幅または梱包に影響する提案代替品や変更を再確認してください。同
じデザインを再発注しても、材料と構造が変更されていないことは自動的には確立されません。

調達・環境に関する主張は具体的に保つ ↑
認証に関する表現を使用する前に、対象となる材料と注文について証拠を依頼してください。 FSCチェーン・オブ・カストディ文書[5] は、サプライチェーンを通じた追跡可能な認証主張
に関するものです。該当する証明書、主張区分、販売文書、ラベル使用許可を確認してください。再生芯材だけでは、完成ノートにFSCラベルを表示できることは示されません。

無酸性紙と永久紙に関する主張は区別してください。 ISO 9706:2025[6] は無印刷の文書用紙に適用され、ボードは対象外です。本文用紙に関する証拠を、グレーボード表紙また
はノート全体の認証として提示することはできません。

リサイクル可能性にも定義された範囲が必要です。用紙、ラミネート、接着剤、付属品を、関連する回収ルートに照らして評価してください。「紙ベース」やFSC主張だけでは、普遍的な
路上回収受入れを証明しません。EU向けでは、文具製品自体を包装とみなすのではなく、該当する 包装規則[7]に基づき、ギフトボックスと輸送梱包を別途評価してください。

より良い購入判断のための要点 ↑
ハードカバーという表示だけでなく、定義された構造を購入してください。 芯材、くるみ紙、本文ブロック、見返しの構成を記録してください。
使用予定のペンで筆記性能を承認してください。 GSMは仕様項目であり、裏抜け耐性の証拠ではありません。
商取引上の確約は、製品ごとに個別に扱ってください。 本製品のMOQ、製造期間、単位重量はまだ確認されていません。
公共調達における再生材含有率の指針は、普遍的な小売要件ではありません。 — 書籍表紙を含むEPAの分類では、使用済み消費者由来繊維75–100%と総回収繊
維90–100%を推奨しています（出典[8]）。これらは調達上の推奨であり、このノートの測定済み含有率ではありません。

https://fsc.org/en/document-center/documents/b8205516-47c5-42c8-910e-79e95328951c
https://www.iso.org/standard/88908.html
https://eur-lex.europa.eu/eli/reg/2025/40/oj
https://www.epa.gov/smm/comprehensive-procurement-guidelines-paper-and-paper-products


見積もり可能な仕様から始める ↑
有用な発注要件書は、表紙アートワークと実際に中面へ筆記する人を結び付けます。ページ寸法、デザインごとの数量、使用予定のペン、希望する本文、製本要件、仕上げ、付属品、配送先、
必要到着日を含めてください。どの要件が必須で、どれがサンプリング後に変更可能かを明確にしてください。

デザイン原稿と発注要件を添えて、仕様に基づく見積もりを依頼してください。

[1]グレーボード構造：QinPrintingは構造用板紙とその包装材料について解説しています。これは業界の背景情報であり、本製品の材料を確認するものではありません。 ↩

[2]紙の坪量：ISO 536は、紙およびボードの坪量を測定する方法を規定しており、ノートの筆記性能を規定するものではありません。 ↩

[3]アートワーク準備：China Printing 4Uはページ塗り足しに関するメーカー指針を提供しています。最終的な表紙ケース寸法には、選択した生産テンプレートが必要です。 ↩

[4]製本方式：Sappi Standard No. 6は教育用の製本ガイドであり、製品認証でもこの供給者の生産手順でもありません。 ↩

[5]FSC主張：FSCチェーン・オブ・カストディ要件は、調達主張の文脈を提供します。このノートについてFSC認証は確立されていません。 ↩

[6]永久紙：ISO 9706:2025は無印刷の文書用紙を対象とし、ボードは除外します。適合結果は提供されていません。 ↩

[7]包装の範囲：EU包装規則は該当する包装義務に関するものであり、このノートの適合性を確立するものではありません。 ↩

[8]再生繊維に関するガイダンス：EPAの推奨事項では、指定された調達区分において、消費後繊維と再生繊維総量を区別しています。 ↩

Product Option


